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（１）ほりぞえ健ニュース ２００５年１０月号

●1963（昭和38）年２月６日、高津区に
生まれ、高津小学校出身。桐朋中学、
高校を経て東京工業大学を卒業。

●東京都三鷹市で９年間、地域情報化や
プライバシー保護等に従事。

●セブンーイレブン本部での情報システ
ム構築をはじめ、ITを活用したシステ
ムづくりに従事。

●2003年４月、川崎市議会議員に初当選。
●市議会まちづくり委員会副委員長
●民主党神奈川県第18区総支部副幹事長
●経済産業省 システム監査技術者
●妻と長女（中学３年）の３人家族
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E-mail: horiken@horizoe.com

けんたた かか つつ はは つつ

にに ほほ んん かか いい かか くく

（堀添）
まず、川崎市長選挙ですが、現職の
阿部孝夫市長を再選していただきま
した。阿部市長は前回の選挙で掲げ
た公約を４年間でほぼすべて達成さ
れてきましたが、このことが評価さ
れたのだと思います。今回は、８つ
の具体的な施策とともに、５つの重
点９つの戦略を示して選挙戦に臨ま
れ、４年間の実績をさらに拡げてい
く方向性が、多くの方の支持を得ら
れたのではないでしょうか。
選挙のあり方として残念だったのは、
候補者２人ともマニフェストを掲げ
たにもかかわらず、現在の公職選挙
法の規定により、選挙戦の中では活
用できなかった点です。マニフェス
トを軸とすることで、有権者が直接
まちづくりの方向を選択するのが選
挙なんだ、ということをアピールで
きたならば、投票率の向上にもつな
がったと思います。地方選挙でもマ
ニフェストの配付が可能となるよう、
公職選挙法の改正を早急に実現しな
ければなりません。
参議院議員選挙に関しては、１ヶ月
にも満たない本当に短い期間の中で、
牧山さんは大健闘をされたと思いま
す。選挙戦の中では民主党新代表の
前原さんも何度も選挙区に入ってい
ただきましたが、私たち民主党が目
指している日本のすがた、改革の方
向性が具現化されつつあるのを、私
自身も強く感じました。当選は勝ち
取れませんでしたが、次のステップ
につながる内容だったと思います。
宮前区の市議会議員補選に関しては、
約千票という、ほんとうに僅差での
惜敗となりました。総選挙時の逆風

（事務局）
昨日１０月２３日に行われた選挙に
ついて、いかがでしたか。
（堀添）
まず最初にお話ししなければならな
いのは、投票率が３５％前後と非常
に低かった点です。１ヶ月前に行わ
れた総選挙の半分という状況は、私
たちの活動の根本的な反省点としな
ければなりません。現在、市政、国
政は大きな転換点を迎えています。
選挙の重みということで言えば、こ
れまでの選挙と比べても格段に重く
なっているにもかかわらず、そのこ
とを有権者、主権者にきちんと伝え
ることができなかった。このことを
痛感しています。
（事務局）
各々の選挙結果についてはいかがで
しょうか。

がいまだやんでいない中でしたが、
福祉を中心とした太田公子さんのこ
れまでの活動が、地域で着実にひろ
がっていることのあらわれではない
でしょうか。
また、それとともに、私たち現職の
市議会議員についても、日ごろの市
議会活動の中で、民主党、民主市民
連合の議員が増えることが、市政改
革にどうつながっていくのか、もっ
ともっと主権者に伝えていく活動に
力をいれていく必要があると思いま
した。私の今期任期もあと１年半と
なりましたが、今まで以上に全力で
取り組んでいきます。
（事務局）
どうもありがとうございました。

１０月２３日に行われた選挙において、私たち民主党も推した阿部孝夫
川崎市長を再選していただきました。また、同時に行われました参議院
議員補選（神奈川県）の牧山ひろえ公認候補、川崎市議会議員補選（宮
前区）の太田君子公認候補の当選は勝ち取ることができませんでした。
ご支持、ご支援いただいた多くのみなさまに深く感謝いたします。

（２００５年１０月２４日）



（２）ほりぞえ健ニュース ２００５年１０月号

川崎市長選挙得票状況川崎市長選挙得票状況
得票数 得票率

全市 高津 全市 高津

阿部たかお 229,021   31,412     62.4%   61.5%
岡本 一 137,767   19,637     37.6%   38.5%

投票率 全市 高津
36.3%    33.3%

阿部たかお阿部たかお
岡本岡本 一一

無効票等無効票等

参議院議員補欠選挙（神奈川県）得票状況参議院議員補欠選挙（神奈川県）得票状況
得票数 得票率

全県 高津 全県 高津
牧山ひろえ(民) 765,589   17,084     33.1%   32.7%
川口より子(自) 1,150,868   25,186     49.7%   48.2%
はたの君枝(共) 375,507    9,990     16.2%   19.7%

投票率 全県 高津
32.8%    33.4%

無効票等無効票等

川口より子川口より子

牧山ひろえ牧山ひろえ

はたの君枝はたの君枝

川崎市議会議員補欠選挙（宮前区）川崎市議会議員補欠選挙（宮前区）得票状況得票状況
得票数 得票率
宮前 宮前

太田 公子(民) 19,534              35.3%
山内 和彦(自) 20,544              37.1%
渡辺あつ子(ネ) 9,523              17.2%
藤井 一夫(共) 5,790              10.5%

投票率 宮前
35.1%

無効票等無効票等

山内和彦山内和彦

太田公子太田公子

渡辺渡辺あつあつ子子

藤井一夫藤井一夫

川崎市議会川崎市議会 会派構成会派構成
議席数

自民党 １９（＋１） 30.2%
民主・市民連合 １８ 28.6%
公明党 １４ 22.2%
共産党 ８ 12.7%
神奈川ネット ３ 4.8%
無所属 １ 1.6%

合 計 ６３

自民自民

民主・市民民主・市民

公明公明

共産共産

ネットネット

無所属無所属



（３）ほりぞえ健ニュース ２００５年１０月号

比当 長浜 博行 比例単独 前

比当 後藤 斎 山梨３区 元 ６１，７１６票 ９６．９％

比当 笠 浩史 神奈川９区 前 ８２，８７８票 ９５．６％

比当 永田 寿康 千葉２区 前 １１２，９４３票 ９０．８％

比当 岩國 哲人 神奈川８区 前 ７８，８６０票 ８９．５％

比当 内山 晃 千葉７区 前 １０４，６３０票 ８８．０％

比当 田嶋 要 千葉１区 前 １０５，４５９票 ８４．８％

池田 元久 神奈川６区 前 １０２，４２９票 ８３．２％

藤井 裕久 神奈川１４区 前 １０７，６０８票 ７９．２％

岡嶋 一正 千葉３区 前 ８５，７０７票 ７８．６％

松崎 公昭 千葉８区 前 ９９，２０４票 ７７．１％

田中 慶秋 神奈川５区 前 １１４，８１６票 ７５．７％

生方 幸夫 千葉６区 前 ８２，６３６票 ７３．５％

村越 祐民 千葉５区 前 ９４，５２８票 ７１．２％

若井 康彦 千葉１３区 前 ７５，９０９票 ７０．９％

中塚 一宏 神奈川１２区 前 ７５，８６５票 ６９．６％

樋高 剛 神奈川１８区 前 ７７，８７７票 ６９．６％

谷田川 元 千葉１０区 新 ８９，１８３票 ６９．５％

大石 久子 神奈川４区 前 ７８，３２６票 ６５．４％

青木 愛 千葉１２区 前 ９２，６１１票 ６４．４％

首藤 信彦 神奈川７区 前 ９２，７２１票 ６３．７％

佐藤 謙一郎 神奈川１区 前 ９５，６０１票 ５９．１%
加藤 尚彦 神奈川３区 前 ７６，６２５票 ５８．１％

大出 彰 神奈川２区 前 ９１，７２３票 ５７．２％

須藤 浩 千葉９区 前 ７９，５１４票 ５６．４％

計屋 圭宏 神奈川１０区 前 ８９，０２５票 ５５．４％

長田 英知 神奈川１６区 新 ８７，９９１票 ５５．２％

坂口 岳洋 山梨２区 新 ３３，８２７票 ５３．０％

阪口 直人 神奈川１７区 新 ８９，９０１票 ５２．９％

土田 龍司 神奈川１２区 元 ８８，１７０票 ５０．５％

土屋 正秀 千葉１１区 新 ７０，５８９票 ４８．６％

勝又 恒一郎 神奈川１５区 新 ８３，４９０票 ４４．７％

斎藤 勁 神奈川１１区 新 ５０，５５１票 ２５．６％

小当 野田 佳彦 千葉４区 前 １２９，８３４票

小当 小沢 鋭仁 山梨１区 前 ７０，２８１票

中沢 健 比例単独

比例区比例区 南関東ブロック南関東ブロック 開票結果開票結果 （民主党）（民主党）



第２２回第２２回 「川崎市政に参加する会」のご案内「川崎市政に参加する会」のご案内

私たちの住む川崎市を「安心して暮らせるまち」に
していくためには、私たちの手でもっともっと変えて
いかなければならないと思います。

一人一人の主権者の皆様とともに、新しい川崎市の
あり方について、勉強し、議論し、実行していく場と
して、「川崎市政に参加する会」を開いています。

毎月、その時々にあったテーマを設定し、開催して
おりますので、皆様のご参加を心よりお待ち申し上げ

ます。

第２１回 ９月２１日 午後７時～ 高津市民館

「総選挙を振り返って」
－主権者はなにを選択したか

（４）ほりぞえ健ニュース

小
選
挙
区
を
見
る
と
、
神
奈
川
県
０
勝
十
八
敗
、

東
京
都
一
勝
二
十
四
敗
、
埼
玉
県
三
勝
十
二
敗
、

千
葉
県
一
勝
十
二
敗
。
一
都
三
県
の
合
計
は
、
六

勝
六
十
六
敗
、
勝
率
八
％
。
今
回
の
総
選
挙
の
結

果
は
、
と
り
わ
け
都
市
部
に
お
い
て
、
私
た
ち
民

主
党
の
惨
敗
に
終
わ
っ
た
。
本
日
選
出
さ
れ
た
前

原
誠
司
新
代
表
の
も
と
で
、
敗
北
の
原
因
を
徹
底

的
に
追
究
し
、
民
主
党
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
／
選
挙
後
、
多
く
の
方

か
ら
「
あ
ま
り
に
逆
風
が
強
す
ぎ
た
ね
」
と
の
慰

め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
敗
北
に
よ
り
、
心
身

と
も
に
傷
つ
い
た
中
、
暖
か
い
思
い
や
り
の
言
葉

は
本
当
に
あ
り
が
た
い
。
／
し
か
し
、
と
も
思
う
。

確
か
に
逆
風
は
強
か
っ
た
が
、
私
た
ち
自
身
が
、

「
風
」
を
敗
因
と
考
え
て
い
て
は
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
は
見
え
て
こ
な
い
。
今
回
の
総
選
挙
の
争
点
は
、

今
後
の
日
本
を
改
革
し
て
い
く
た
め
に
、
ど
ち
ら

の
政
党
が
ふ
さ
わ
し
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
神
奈
川
県
を
含
め
、
と
り
わ
け
都
市
部
の
有

権
者
の
投
票
行
動
は
、
こ
の
観
点
で
行
わ
れ
た
よ

う
に
思
う
。
／
ま
さ
に
「
改
革
」
が
焦
点
と
な
っ

た
総
選
挙
に
お
い
て
、
野
党
で
あ
る
民
主
党
が
大

敗
を
し
た
と
い
う
事
実
は
、
改
革
政
党
を
標
榜
し

て
い
る
わ
が
党
に
と
っ
て
、
は
か
り
し
れ
な
い
ほ

ど
重
い
。
こ
の
重
み
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

主
権
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
政
党
へ
脱
皮
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
／
「
（
民
主
党
は
）
政
権
交
代

の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
、
国
民
か
ら
退
場
の
レ
ッ

ド
カ
ー
ド
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
わ
け
で
は
決
し
て

な
い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
欲
し
い
。
県
内
の
比
例

代
表
選
挙
で
、
百
三
〇
万
人
を
超
え
る
有
権
者
が

『
次
は
民
主
党
に
政
権
を
任
せ
て
み
よ
う
』
と
一

票
を
投
じ
て
い
る
。
自
民
党
の
約
二
〇
三
万.

に
次

ぐ
期
待
値
が
注
が
れ
た
重
み
を
、
民
主
党
は
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
る
」
「
今
回
の
民

主
党
の
惨
敗
は
、
い
わ
ば
二
大
政
党
制
定
着
の
た

め
の
試
練
、
通
過
点
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
を
乗
り
越
え
た
と
き
に
初
め
て
、
小
泉
自
民

に
対
抗
で
き
る
、
真
の
ラ
イ
バ
ル
政
党
が
産
声
を

上
げ
る
」
。
九
月
十
三
日
付
神
奈
川
新
聞
の
こ
の

社
説
に
、
改
め
て
私
た
ち
民
主
党
の
責
任
の
重
さ

を
痛
感
す
る
。
今
回
の
敗
因
を
し
っ
か
り
分
析
す

る
と
と
も
に
、
私
た
ち
が
結
党
以
来
目
指
し
て
き

た
も
の
を
再
確
認
し
、
自
ら
を
負
け
て
も
立
ち
上

が
る
強
い
政
党
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の

責
任
を
果
た
す
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
事
務
局
ゆ
）

このニュースはご自宅にも無料で配送しております。毎月確実にご覧になりた
い方は、ほりぞえ健事務所までご連絡ください。（電話：８５５－１４７９）
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は、ほりぞえ健事務所までご連絡ください。なお、コラムは郵便番号の若い順に取り上げています。

１７号：「川崎」の由来について
１８号：「高津」の由来について
１９号：「溝口」の由来について
２０号：「二子」の由来について
２１号：「瀬田」の由来について
２２号：「諏訪」の由来について
２３号：「北見方」の由来について

政治資金ご寄付のお願い 「ほりぞえ健後援会」宛
郵便振替：高津郵便局 口座００２７０－１－２４１６９
銀行振替：川崎信用金庫 高津支店 普通０７９６２９４

地元から日本改革を実現するために、皆様の温かい
ご支援をお願い申し上げます。

日本地名研究所編「川崎の町名」日本地名研究所編「川崎の町名」

日時：２００５年９月２１日（水）
午後７時から８時半まで。

場所：高津市民館 第５会議室
溝の口駅前マルイファミリー１２階

溝口１－６－１０ ０４４－８１２－１０９０

２４号：「下野毛」の由来について
２５号：「久本」の由来について
２６号：「坂戸」の由来について


